
○　新潟市橋梁長寿命化修繕計画（平成22年度）
○　新潟市財産経営推進計画（平成27年度）

新潟市管理の道路橋（４，０５５橋）

大規模橋梁
　　Ｌ＝１５ｍ以上

６４０橋１６％

小規模橋梁
３４１５橋８４％

新潟市道路橋の維持管理基本方針～戦略的な維持管理体制への深化～

１道路橋の概要と課題

新潟市橋梁アセットマネジメント

４課題・今後の方針

～橋梁修繕のスピードアップを図るため、設計と施工を同時に発注～
（１）課題

事後保全脱却モデル

資料１

小規模橋梁
　　Ｌ＝１５ｍ未満

３，４１５橋８４％
新潟市橋梁アセットマネジメント

検討委員会（産・学・官の連携） ・河川協議の制約により、施工時期が冬季に集中

・発注者による効果的な調整会議の運営

（設計の遅れが、施工側の工期や技術者の拘束期間に影響）

（２）今後の方針

・補修パターンに応じた発注方式を検討し、モデル事業を継続

パターン①：設計・施工同時期発注方式⇒工種が限定される複数橋梁を対象

パターン②：設計・施工時差発注方式⇒技術的工夫が必要な橋梁を対象

～簡便なシステムを利用した点検手法により、小規模橋梁の点検を簡略化～
（１）課題

・コンサルタントの点検結果との合致率

小規模橋梁点検モデル

２基本方針

戦略的な維持管理体制への深化を図る！

（１）新潟市橋梁長寿命化修繕計画の見直し

（２）コスト縮減・品質向上などに資する契約方法の検討

３取組（１）ハード対策 （２）ソフト対策

ＷＧ１：包括的契約検討部会 ＷＧ２：橋梁維持管理検討部会

～重要な道路橋は、更なる長寿命化により橋梁の更新を抑制～
（１）課題

・超長寿命化の前提条件としての耐震補強費

長寿命化推進モデル

・コンサルタントの点検結果との合致率

・地元企業のインセンティブ

・災害時の体制強化に繋がる点検頻度【今後要検討】

（２）今後の方針

・橋梁点検講習会の更なる内容の充実

・取組の目的・意義を一層明確にし、広報や啓発活動を実施

・上記を踏まえ、平成３１年度からの２巡目の法定点検に合わせ、本格実施

③点検・診断体制の強化

②効果的な維持管理の推進

①戦略的な修繕計画の策定

平成２９年度の取組

ＷＧ１：包括的契約検討部会 ＷＧ２：橋梁維持管理検討部会

点検者不足の解消

年間業務の平準化、工事の更なる品質向上

予防保全と生産性向上によるコスト縮減

モデル事業（社会実験）

①事後保全脱却モデル

②長寿命化推進モデル

③小規模橋梁点検モデル

※平成30年2月開催
※平成29年11月、

平成30年3月開催 超長寿命化前提条件 耐震補強費

・今後、老朽化の進行により、多額の更新費が発生

（２）今後の方針

・更新も含めた、実現可能な維持管理計画の検討

取
組
の
結
果

～点検結果の妥当性を評価～
（１）課題

・損傷の進行スピードの把握と今後の劣化進行予測

・定量的なデータに基づく診断（塩分量・残存板厚・支承の移動量など）

・対象橋梁の現地確認【今後要検討】

（２）今後の方針

・新潟市橋梁定期点検要領の見直し

健全度審査会議

②効果的な維持管理の推進③小規模橋梁点検モデル

①事後保全脱却モデル

実施後の効果検証

②長寿命化推進モデル

詳細検討、実施、検証

③点検・診断体制の強化

健全度審査会議

①戦略的な修繕計画の策定

※平成30年3月開催

※平成29年3月契約3件、12橋実施

※平成29年3月契約西区で90橋実施、

平成29年3月契約西蒲区で90橋実施

新潟市橋梁定期点検要領の見直し

・上記を踏まえ、平成３１年度からの２巡目の法定点検に合わせ、本格実施
新潟市橋梁長寿命化修繕計画改定※平成29年10月改定



①事後保全脱却モデル事業
→契約済

②長寿命化推進モデル事業
→継続検討

③小規模橋梁点検モデル事業
→契約済

WG1:包括的契約検討部会

新潟市橋梁アセットマネジメント検討委員会の検討事項

①戦略的な修繕計画の策定
→Ｈ２８年度完了

②効果的な維持管理の推進
→継続検討

③点検・診断体制の強化
→Ｈ２８年度立上げ

WG2:橋梁維持管理検討部会

資料２

H29以降

健全度
審査会議

WG1:包括的契約検討部会 WG2:橋梁維持管理検討部会

WG1①とWG③の実施後の検証 WG1②とWG2②
の詳細検討、実施、検証

新たに鋼橋専門の学識経験者などの参画を検討

部会メンバーの入れ替えも検討

本委員会メンバーからの選出を予定


























































